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（１）中小河川等における水防災意識社会の
再構築のあり方
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1）水防災意識社会の再構築のあり方 -------------------------
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水防災意識社会再構築ビジョンの展開
～地域の生産拠点を保全・創出する都市浸水対策～

地域経済を支える浸水対策
中小河川への取組拡大

多様な関係者間のより密接な連携・協力体制の構築

◇協議会において、地域経済を支える生産拠点等の
水害リスク（過去の浸水被害実績等）を共有。

◇浸水により地域経済に大きな影響を及ぼすと見込ま
れる地域では、重点的に浸水対策を推進。

生産拠点等を守るための
浸水対策を関係者で共有
し、一体となって推進。

ex.) 堤防整備、下水道整備、排水、自衛水防 等

◇県管理区間や二級河川にも取組を拡大。

◇地域の実情に応じて、ゲリラ豪雨による内水被害
等、より発生頻度の高い浸水を検討対象に追加。

◇予算の重点配分や交付金の拡充等により、県管理
河川や市町村の取組を支援し、ハザードマップ作成
等、住民の避難を促す
取組等を強化。

◇協議会の策定する取組方針
を確実に実行するための

枠組みを検討。

社会経済の壊滅的
被害を回避する

課
題

地域経済を支える観点を追加
大規模氾濫に加え、ゲリラ豪雨等の発生頻度の高い浸水への備えを充実
住民の防災意識を喚起する取組等を、直轄河川以外にも拡大

現在進めている協議会の取組内容を拡充し、地域で一体的・計画的に浸水対策に取り組む。

内水による浸水のイメージ

「水防災意識社会再構築ビジョン」として、直轄河川（109水系）とその沿川等市町村（807市町村）において、河川管理
者・都道府県・市町村等からなる協議会を設置し、平成32年度目途にハード・ソフト対策を一体的な取組を推進中。

○「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく取組を中小河川へ拡げるとともに、命を守る観点に加え、

地域経済を支える観点も明確にし、地域の実情に沿った多様な関係者間の密接な連携・協力体制の
構築を推進する。

概 要

現
状

生産拠点の浸水のイメージ
（H27.9 関東・東北豪雨 鳴瀬川支川吉田川）

H29年度
重点対策
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阿賀野川大規模氾濫に関する減災対策協議会規約 

 

（名称） 

第１条 この会議は、「阿賀野川大規模氾濫に関する減災対策協議会」（以下「協議会」と

いう。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 協議会は、平成２７年９月関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生したこ

とを踏まえ、河川管理者、県、市町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、

ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、阿賀野川流域におい

て氾濫が発生することを前提として社会全体で常に洪水に備える「水防災意識社会」を

再構築することを目的とする。 

 

（協議会の構成） 

第３条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。 

２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

３ 事務局は、第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別表

１の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求めることができる。 

 

（幹事会の構成） 

第４条 協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。 

３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

４ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、調

整を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。 

５ 事務局は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に応じて別表

２の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求めることができる。 

 

（協議会の実施事項） 

第５条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。 

 一 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は

連携して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。 

 二 円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現する

ために各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた地域の取組方針を作

成し、共有する。 

 三 毎年、協議会を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認

する。また、本協議会等を中心として、毎年出水期前にトップセミナーや堤防の共同

点検等を実施し、状況の共有を図る。 

四 その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。 

資料－2 



 

（会議の公開） 

第６条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によって

は、協議会に諮り、非公開とすることができる。 

２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見な

す。 

 

（協議会資料等の公表） 

第７条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、個

人情報等で公開することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しな

いものとする。 

２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した委員の確認を得た後、

公表するものとする。 

 

（事務局） 

第８条 協議会の庶務を行うため、事務局を置く。 

２ 事務局は、北陸地方整備局阿賀野川河川事務所（調査課）及び新潟県新潟地域振興局

新津地域整備部（工務課）が共同で行う。 

 

（雑則） 

第９条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な事

項については、協議会で定めるものとする。 

 

（附則） 

第１０条 本規約は、平成２８年４月１２日から施行する。 

 

（改正） 

平成２９年６月１日一部改正  



別表－１ 

 

機  関  名 代 表 者 

新 潟 市 市 長 

五 泉 市 市 長 

阿 賀 野 市 市 長 

新 発 田 市 市 長 

阿 賀 町 町 長 

東北電力（株）会津若松支社 支 社 長 

新潟県 新潟地域振興局  地域整備部長 

 〃  新発田地域振興局 地域整備部長 

 〃  新潟地域振興局  新津地域整備部 地域整備部長 

 〃  新潟地域振興局  津川地区振興事務所 所 長 

新潟地方気象台 次 長 

北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所 所 長 

  

＜オブザーバー＞ 
 

 

東日本旅客鉄道（株）新潟支社  

北陸地方整備局 河川部  

 

 

 

 



別表－２ 

 

所     属 幹 事 名 

新 潟 市 危 機 対 策 課 長 

五 泉 市 総 務 課 長 

阿 賀 野 市 危 機 管 理 課 長 

新 発 田 市 地 域 安 全 課 長 

阿 賀 町 総 務 課 長 

東北電力（株）会津若松支社 会津ダム管理センター課長 

新潟県 新潟地域振興局  治 水 課 長 

 〃  新発田地域振興局 治 水 課 長 

 〃  新潟地域振興局  新津地域整備部 工 務 課 長 

 〃  新潟地域振興局  津川地区振興事務所 土 木 整 備 課 長 

新 潟 地 方 気 象 台  防 災 管 理 官  

北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所 副 所 長 （ 技 ） 

  

＜オブザーバー＞ 
 

 

北陸地方整備局 河川部  

 

 



（３）各機関の取組状況について

1）取組概要
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ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策
○河道掘削、侵食対策、浸透対策
・北陸地方整備局：下里地区河道掘工事中、高森地区・法柳新田地区浸透対策完了、

大迎地区浸透対策完了予定【H28年度内】
・新潟県：本川は阿賀野川助成事業の白崎地区（護岸工事）その他地区で発注済 【H28.12現在】

■危機管理型ハード対策（天端保護）
○堤防天端の保護、堤防裏法尻の補強
・北陸地方整備局：小松地区工事完了【H28.12現在】
・新潟県：対象区間検討中【H28.12現在】

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
○新技術を活用した水防資機材の検討及び配備
・北陸地方整備局、新潟県、新潟市、阿賀野市、五泉市、阿賀町、東北電力（株）

：H28年度出水期前に水防資機材の配備状況を確認。

○円滑な避難活動や水防活動を支援するため、CCTVカメラ、簡易水位計等の設置
・北陸地方整備局：新潟市灰塚へ簡易水位計・量水標、新潟市六郷へCCTVカメラを設置【H28.3現在】
・新潟県：仙見川水系に雨量局の新設検討中（新津）。合川水位局の新設を検討中（津川） 【H28.12現在】

平成28年度：減災目標を達成するための取り組み概要
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平成28年度：減災目標を達成するための取り組み概要

ソフト対策①：円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する事項
○川の防災情報システムの改良・スマートフォンを活用した情報発信
・北陸地方整備局：H28.3よりスマートフォン向け機能を追加し、運用開始予定。
・新潟県：平成29年出水期までにスマートフォン向け画面を公開予定（河管）【H28.12現在】

○防災アプリ・ラジオ・メールの更なる普及のための周知・広報
・新潟市：「にいがた防災アプリ」と「緊急告知FMラジオ」に関する周知・広報
・阿賀野市、五泉市：緊急速報メールについての広報を実施。

○自主防災組織の育成・強化
・阿賀野市：阿賀野川に接する４自治会で防災講座を実施。

○気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善
・新潟地方気象台：「危険度の色分け表示」、「警報級の可能性」の試行として提供開始【H28.6.8】

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
○自治会や地域住民が参加した洪水に対するリスクの高い箇所の共同点検の実施
・北陸地方整備局、新潟県、新潟市、阿賀野市、五泉市、阿賀町：H28年度共同で実施

○効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作成・配布
・北陸地方整備局、新潟県、新潟地方気象台、新潟市：水防災関連のパンフレットの作成や、
区役所への設置を実施
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ソフト対策②：洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の
確保のための水防活動等の取組

■ 水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
○水防団等への連絡体制の確認と首長も参加した実践的な情報伝達訓練の実施
・北陸地方整備局、新潟県、新潟市、阿賀野市、五泉市、阿賀町：水防連絡会にて連絡体制を確認【H28.4.12】
・東北電力（株）：「阿賀野川洪水対策連絡協議会」の中で連絡体制を確認【H28.6.2】

○毎年、関係機関が連携した水防実働訓練等を実施
・北陸地方整備局、新潟県、新潟市、阿賀野市、五泉市、阿賀町、東北電力（株）
：水防訓練、災害対策車両の訓練などを実施【H28.5～H28.7】

○水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定を促進
・新潟市：水防団員の募集促進のため、「学生消防団活動認証制度」を導入。
・阿賀野市、五泉市、阿賀町：広報誌やホームページによる団員の募集を実施。

○国、県、自治体職員等を対象に、水防技術講習会を実施
・新潟県、新潟市、五泉市：職員が水防技術講習会に参加。

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
○要配慮者利用施設による避難確保計画の作成に向けた支援を実施
・新潟県：要配慮者利用施設向け啓発チラシを年度内に作成予定。要配慮者利用施設管理者へ説明会を実施

（新潟市内）【H28.12現在】
・新潟市：要配慮者利用施設について、避難計画策定を推進させるための説明会を実施【H28.11.30】

平成28年度：減災目標を達成するための取り組み概要
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ソフト対策③：社会経済活動を取り戻すための排水活動及び
施設運用の強化

■救援・救助活動の効率化に関する取組
○大規模災害時の救援・救助活動等支援のための拠点等配置計画の検討を実施
・新潟市：ハザードマップの改良に向けた検討を実施するため、来年度予算の要求をしている。

■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施
○大規模水害を想定した阿賀野川排水計画（案）の検討を実施
・新潟県： 排水ポンプ車に関する情報確認を実施（新発田、新津、津川、新潟）。

阿賀町石間地内の２箇所を想定箇所として選定し、カルテを作成（津川） 【H28.5】

○排水ポンプ車の出動要請の連絡体制等を整備
・北陸地方整備局、新潟県、新潟市、阿賀野市：合同で災害対策車両の訓練を実施【H28.7.28他】
・五泉市：北陸地方整備局による災害対策車の実働訓練に参加【H28.10.28】
・阿賀町：県津川地区振興事務所作成の平成２８年度版災害対応マニュアルで体制を確認。

○関係機関が連携した排水実働訓練の実施
・東北電力(株)：阿賀野川災害対策車訓練(満願寺船着場)に参加【H28.10.28】
次年度から阿賀町の訓練に参加

平成28年度：減災目標を達成するための取り組み概要
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（３）各機関の取組状況について

2）取組状況

資料－3‐2



平成28年11月 下里地区
河道掘削 完成写真

平成28年8月 小松地区
堤防天端保護 完成写真

凡 例

現

状

計画断面堤防

計画断面に未たない堤防

堤防不要

堤
防
整
備
種
別

浸透対策

パイピング対策

流下能力対策

侵食対策

堤防天端の保護実施区間

※対策区間については、今後
概ね５年間で実施する主な区間

【堤防天端の保護（小松地区）】
平成28年度完成

【流下能力対策（下里地区）】
平成27年～工事中

【浸透対策（法柳新田地区）】
平成28年度完成予定

【パイピング対策（大迎地区）】
平成28年度完成予定

【侵食対策（小杉地区）】
平成27年～工事中

カテゴリ ハード対策（・河道掘削・侵食対策・浸透対策）

内 容 洪水を安全に流すため、及び危機管理型のハード対策の推進

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所

洪水を安全に流すため、及び危機管理型のハード対策の平成28年度末時点の整備状況は以下の通り。

平成29年3月 大迎地区
浸透対策 完成写真

【浸透対策（高森地区）】
平成28年度完成

舗装範囲

河道掘削範囲
遮水矢板打設位置

1



大浜陸閘

新潟市下山
通船川水門外水

阿賀野川
大橋右岸

兄弟堀

新潟市高森

満願寺
水位観測所

阿賀野市
下里
防災ｓｔ

千唐仁
樋管

三本木
大橋左岸 善願

水位観測所

馬下水位観測所

管内設置位置図

松ヶ崎
水位観測所

横越
水位観測所

中新田
水位観測所

松浜橋
右岸

泰平橋
左岸 新潟市

本所
新潟市
蔵岡

阿賀野市
下黒瀬

新潟市
金屋

渡場

胡桃山
排水機場屋上

簡易水位計局（H28設置）

水位観測所

危険箇所（越水）

ＣＣＴＶカメラ

ＣＣＴＶカメラ（H28設置）

簡易水位計局

視認可能範囲

危険箇所（避難）

洪水時水位確認用
CCTVカメラと
量水標設置箇所

早出川
合流点

阿賀浦橋
右岸

五泉市馬下

新潟市
六郷

満願寺

横雲橋左岸

新潟市
灰塚新潟市松ヶ崎

善願橋
右岸

阿賀浦橋
左岸

カテゴリ 円滑な避難活動や水防活動を支援するため、CCTVカメラ、簡易水位計や量水標等の設置

内 容 CCTVカメラ、簡易水位計・量水標の設置

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所

円滑な避難活動や水防活動を支援するための平成28年度末時点のCCTVカメラ、簡易水位計・量水標の設置状況
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○平成29年出水期迄に、自治体の的確な防災活動や地域住民の避難行動につながるよう、住民目線の
ソフト対策として、信濃川下流、阿賀野川流域の情報を一元化して提供する「信濃川（下流）・阿賀野川
情報共有ポータルサイト」開設に向けてプラットホームを作成中

水位・雨量

ダム諸量、施設情報

レーダ雨量

河川予警報

気象注警報
水位・雨量

ダム諸量

避難所開設情報

CCTVカメラ画像

これまでの水災害に関する情報提供

各所管の
情報提供
システム
で個別に
情報提供

信濃川・阿賀野川情報共有プラットホーム

情報を集約
して地図と
重合せた
一元的な
情報提供

避難勧告・指示

国土
交通省

地方
気象台

新潟県

流域
市町村

水位・雨量

ダム諸量、施設情報

レーダ雨量

河川予警報

気象注警報
水位・雨量

ダム諸量

避難所開設情報

CCTVカメラ画像

避難勧告・指示

国土
交通省

地方
気象台

新潟県

流域
市町村

住民目線の
ソフト対策

水位観測所と気象警報・注意報を同時に表示した画面例

帝石橋 満願寺 山科

地図上のアイコンクリックで各観測所の詳細画面を表示

水位観測所と避難所を同時に表示した画面例

避難所開設情報を表示

水位・雨量

水位・雨量

カテゴリ リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信など防災情報の充実

内 容 信濃川下流域情報共有プラットホームの構築

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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カテゴリ リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信など防災情報の充実

内 容 緊急速報メールによる洪水情報の発信

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所

○配信される例

（本文）
阿賀野川の満願寺（右岸）（○○市）付近で水位が上昇し、
避難勧告等の目安となる「氾濫危険水位」に到達しました。
堤防が壊れるなどにより浸水のおそれがあります。

テレビ、ラジオ等で自治体の情報を確認し、各自安全確
保を図るなど適切な防災行動をとってください。・

本通知は、北陸地方整備局より浸水のおそれのある市町
村に配信しており、対象地域周辺においても受信する場
合があります。（国土交通省）

（本文）
阿賀野川の○○市○○地先阿賀野川○○.○k（右岸、北東
側）付近で河川の水が堤防を越えて流れ出ています。
テレビ、ラジオ等で自治体の情報を確認し、各自安全確保を
図るなど適切な防災行動をとってください。
本通知は、北陸地方整備局より浸水のおそれのある市町村
に配信しており、対象地域周辺においても受信する場合が
あります。（国土交通省）

（本文）
阿賀野川の○○市○○地先阿賀野川○.○k（右岸、北東

側）付近で堤防が壊れ、河川の水が大量に溢れ出してい
ます。

テレビ、ラジオ等で自治体の情報を確認し、各自安全確
保を図るなど適切な防災行動をとってください。

本通知は、北陸地方整備局より浸水のおそれのある市
町村に配信しており、対象地域周辺においても受信する
場合があります。 （国土交通省）

①河川氾濫のおそれ ②‐1 河川氾濫発生
（河川の水が堤防を越えて流れ出ている時）

水害時に流域住民の主体的な避難を促進するため、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者
が提供す「緊急速報メール」のサービスを活用して洪水情報を携帯電話ユーザーへ周知する取り組
みを、平成29年5月上旬から実施する予定。

②‐2 河川氾濫発生
（堤防が壊れ、河川の水が大量に溢れ出している時）
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■日 時 ： 平成２８年７月１３日、１５日、２２日

■参 加 者 ： 阿賀野川沿川２５自治会（自治会長他 ５０名）、

新潟市、阿賀野市、五泉市

■内 容 ： ①阿賀野川・早出川の重要水防箇所の点検

新潟市域４箇所

阿賀野市域３箇所

五泉市域２箇所

②洪水浸水想定区域（想定最大規模）の周知

③洪水に関する防災情報の取得方法について

阿賀野川河川事務所では、「水防災意識社会の再構築ビジョン」に基づく取り組みの一環として沿川の２５自治会と阿賀野川（直轄管理区

間）の共同点検を行いました。

洪水を流せる量が低い箇所や過去に漏水があった箇所など「洪水に対しリスクが高い区間（重要水防箇所等）の点検」や「新たに公表され

た想定最大規模洪水に対する浸水想定区域や家屋倒壊等氾濫想定区域」の確認を行いました。

■参加自治会からの主な意見
・ 想定最大規模の浸水想定区域が公表されていることを知らなかった。
まず、自分たちの地域の浸水深を確認したい。
・ 昨年の鬼怒川の被害は、川沿いに住む我々も、他人事ではないと
感じた。洪水に対する避難に対し、自治会で勉強会を行っていきたい。
・ JR羽越本線部の危険箇所は堤防を切り欠いた状態であり、早期に
対応して頂きたい。また、水防工法でも新技術を検討できないのか。
・ 平成23年7月新潟・福島豪雨水害の際、堤防法尻付近に浸水している
箇所があった。堤防の漏水かもしれないので重点的に巡視してほしい。
・ 普段、見た目ではわからない漏水など危険箇所は沿川住民に公表
してほしい。
・ 今回、参加して身近な場所に危険な箇所があることを初めて知った。
自治会の役員は毎年交代するため、毎年実施してほしい。

など

カテゴリ 自治会や地域住民が参加した洪水に対するリスクの高い箇所の共同点検の実施

内 容 重要水防箇所の共同点検

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所

阿賀野川左岸：新潟市秋葉区中新田地先 阿賀野川右岸：阿賀野市渡場地先 早出川左岸：五泉市三本木地先
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○ 阿賀野市では、地域の自主防災組織と連携し、実行性のある避難計画を検討するにあたって沿川自治会単位
の｢防災塾｣と評した講座を開催

○ ｢防災塾｣では、阿賀野川河川事務所が協議会の取り組みの一環として作成した浸水想定区域に関するパンフ
レット等を用い説明。 ｢自分の住む地域の災害リスク｣を知り、自分や家族の大切な命を守るための具体的な
避難行動について、自治会単位で議論することで実行性ある避難計画を検討中。

■阿賀野市 防災塾

阿賀野市 防災塾：
平成28年10月より防災塾地域防災

リーダーの養成要請及び自主防災組
織活動の活性化などを目的に沿川４
自治会（４会場：阿賀野川関連）
５講座を開催中

阿賀野市小浮地区防災塾の風景（平成28年11月2日）

カテゴリ 出前講座等を活用し、水防災等に関する説明会を開催

内 容 阿賀野市における沿川自治会単位の「防災塾」の取り組み

実施主体 阿賀野市、国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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○ 新潟市は、協議会の取り組みの一環として、平成２８年度江南区沢海自主防災会防災訓練では、訓練想定と
して、阿賀野川の洪水を想定した避難訓練等を実施

○ 阿賀野川河川事務所は、訓練参加者に｢水害からあなたとあなたの大切な家族の命を守るために～もしも阿
賀野川が氾濫したら～｣｣と題し、阿賀野川浸水想定区域（平成28年5月公表）等の「自分の住む地域の災害
リスク」 を説明。

日時：平成28年11月6日（日）８時～正午
会場：江南区横越農村環境改善センター
参加人数：約100名（消防団及び地域住民）
内容：各戸訓練（約300世帯）、災害時要援護者の安
否確認、情報伝達、避難誘導、炊き出し訓練、講演

降り続く記録的な大雨により阿賀野川の水位が上昇し、危険な水位に達す
る恐れがあり、阿賀野川の氾濫で、沢海地区は相当な被害の発生が想定さ
れることから、新潟市は当日午前４時に沢海地区を含め避難勧告を発令

題して｢水害からあなた
とあなたの大切な家族
の命を守るために～も
しも阿賀野川が氾濫し
たら～｣

訓練（想定）

避難訓練

・川沿いに住んでいるが、背後に立派な堤防があり、みんな安全だと
思っていたが、今回の講演で｢そこにある危機」をリアルに感じるこ
とができ、意識が変わったのではないか。（自治会長）
・「いざ」という時のための心がまえができ，訓練に参加して良かっ
た。（住民）
・この沢海地区の大部分が鬼怒川で起こった家屋が流出するようなエ
リア（家屋倒壊等想定氾濫区域）で、早めの避難が大事だと思った。
（住民）
・地形や標高が判るクリアファイルと浸水想定リーフレットの組合せ
は、水害のリスクが分かりやすく、来てない人にも配りたい（住民）
・漏水なども堤防決壊につながる重要な事象であることを改めて認識
した。（消防団員）

●講演風景（阿賀野川河川事務所）

●訓練風景（江南区沢海自主防災会）

炊き出し訓練

●説明会での地域住民等の主な感想（聞き取り）

カテゴリ 出前講座等を活用し、水防災等に関する説明会を開催

内 容 新潟市江南区 沢海自主防災会で防災訓練及び防災講演

実施主体 新潟市、国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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○ 浸水深や避難所等に関する情報を生活空間である「まちなか」に表示する「まるごとまちごとハザードマップ」に取り組んでいる。
○ 避難対応の必要性が高い阿賀野市下里地区をモデル地区とし、事前計画段階から活用にいたるまで、地域住民、阿賀野市、阿賀野川

河川事務所（河川管理者）が連携・協力して実施中 （平成２９年度出水期前設置）

Ｈ２８年出水期に向け、標識設置までの間、浸水高さが判る青いテープ
を設置（地域住民）

新たに公表した想定最大規模洪水
における浸水想定等を自治会役員
に説明（阿賀野川河川事務所）

住民が、水害等災害発生時の自

助・共助の重要性の再確認を目的
とした｢防災塾｣を開催（阿賀野市)

下里地区（自治会）住民

阿賀野川河川事務所 阿賀野市

●日常時から水防災への意識を高める
●浸水深・避難所等の知識の普及・浸透等

発災時には命を守るための住民の主体的な
避難行動を促す被害を最小限にとどめる

阿賀野市 阿賀野川河川事務所

下里地区
（自治会）

住民

●設置場所の選定
●標識設置

●浸水想定等の収集・分析
●標識デザイン製作
●標識製作

●現地調査

●対象エリア選定
●電柱所有者等協議
●標識の管理

●表示内容等の選定
●標識設置

●住民への説明

カテゴリ まるごとまちごとハザードマップを整備

内 容 阿賀野市（下里地区）「まるごとまちごとハザードマップ」設置の取組

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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○ ｢水害から自分と家族の大切な命を守るために～阿賀野川の水防災パンフレット～｣と｢地域の地形や標高が載ってい
るクリアファイルに差し込む各種浸水想定リーフレット｣を作成し、沿川自治体庁舎窓口など一般配布

○ 同パンフを元に新聞や地域コミュニティーFMなど地域の水害リスクについて広報を実施

配布例：役所窓口で一般配布

●水防災パンフレット

●クリアファイルとリーフレット

水害リスクの広報

～一般の方の評判 ～

｢最近水害が多発しているので自分の地域の危険度を知りた
い｣

｢自治会の自主防災の勉強会に使用したい｣｢情報過多でなく
分かり易い｣
｢クリアファイルに載って地形や標高は自ら考えるヒントとなる｣
｢パンフレットとクリアファイルとセットだと保存しやすい｣ など

←職員が地域コミュニティFM
に出演し水害リスクの広報

番組パーソナリティ
がパンフを手に紹介

カテゴリ 効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作成・配布

内 容 阿賀野川水防災パンフレット

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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■日 時 ： 平成２８年５月２４日（火） 胡桃山出張所管内 ９：００～１２：００

満願寺出張所管内 １３：００～１６：００

■参加機関 ： 阿賀野川河川事務所、新潟県（新潟地域振興局地域整備部、新発田地域振興局地域

整備部、新潟地域振興局地域整備部、新潟地域振興局津川地区振興事務所）、

新潟市、五泉市、阿賀野市、阿賀町、東北電力（株）会津若松支社

■点検箇所 ： 阿賀野川河口から五泉市馬下地先までの国土交通省管理区間

・胡桃山出張所管内 ： 河口～１５．７ｋ 左右岸

・満願寺出張所管内 ： １５．７ｋ～２４．６ｋ 左右岸

阿賀野川河川事務所では、本格的な梅雨期に向けて、また「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく

取り組みの一環として、有事の際に速やかに、有効かつ適正な対応を可能とすることを目的に、阿賀野

川における重要水防箇所（洪水時に危険な箇所）の把握及び確認、並びに各機関が管理する水防倉庫

の位置、備蓄資材の確認を行いました。

※ ｋｐ表記は 河口からの距離（ｋｍ）

阿賀野市法柳地先
（右岸12.2ｋ）

ＪＲ羽越本線橋梁右岸部
（右岸18.2ｋ）

新潟市江南区蔵岡地先
（左岸8.4ｋ）

本所緊急資材備蓄倉庫
（国土交通省管理）

カテゴリ 自治体関係機関や水防団が参加した洪水に対するリスクの高い箇所の合同巡視の実施

内 容 重要水防箇所の合同巡視

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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■日 時 ： 平成２８年 ７月２８日

９月１日（夜間訓練）

１０月２８日

■参 加 者 ： 関係機関（延べ３０名）

阿賀野川河川事務所（延８名）

設営委托業者（延べ２７名）

■実施場所 ： 新潟市北区新崎地先

新潟市東区本所地先

新潟市秋葉区満願寺地先

○社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用強化に基づく取り組みの一環として、
関係機関の職員参加による排水実働訓練実施。 （夜間訓練含め３回実施、3会場で実施）

○阿賀野川河川事務所に配備している排水ポンプ車、照明車の実働訓練に併せて、各車両の構造
・取扱いなどの確認を実施。

排水ポンプ車 説明状況 排水ポンプ 設営状況

照明車 説明状況夜間訓練状況

カテゴリ 関係機関が連携した排水実働訓練の実施

内 容 関係機関が連携した排水ポンプ車実働訓練

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野川河川事務所
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新潟地域整備部では、紫竹にある水防倉庫に棚を設置して水防資機材の収納力及び使い易さの

向上を図りました。

【実施概要】

・実施内容：紫竹の水防倉庫を修繕（棚の設置）

・工 期：平成２８年８月１日～平成２８年８月３０日

・整備効果：①棚設置による空間利用による収納力の向上

②資機材の整理により使い易さの向上

③庁舎移転に伴い、現庁舎で保管している資材も収納（装備の減量化を低減）

カテゴリ 新技術を活用した水防資機材の検討及び配備

内 容 水防資機材の確認整備

実施主体 新潟地域振興局地域整備部

棚設置完了水防倉庫修繕前 収納状況

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：新潟県
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水防技術と危機管理意識の向上のため、建設業者と市町合同の水防工法演習を実施

【実施概要】

・日 時：平成２８年７月５日（火） １３：３０～１６：００

・参加者：新潟県新発田地域振興局地域整備部、新発田市、阿賀野市、胎内市、聖籠町、

新潟県建設業協会新発田支部、新発田地区防災協議会、新発田市建設業協会

計 １３５名

・内 容：①水防工法に使用する主な縄結びの演習

②主な水防工法（積み土のう工、水防マット工、月の輪工）の演習

カテゴリ 毎年、関係機関連携した水防実働訓練等を実施

内 容 加治川水防工法演習

実施主体 新潟県新発田地域振興局地域整備部・新潟県建設業協会新発田支部

水防工法演習（積み土のう工）水防工法演習（縄結び） 水防工法演習（月の輪工）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：新潟県
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気象庁では、気象警報等に関連して「危険度の色分け」や「警報級の可能性」の提供を、平成29年度

出水期を目途に提供を開始する計画です。

平成28年度出水期には、自治体等関係機関にご覧いただけるよう試験的に提供を開始しました。

【実施概要】 ・日 時：平成２８年６月８日

・内 容：① 危険度を色分けした時系列

② 警報級の可能性

カテゴリ 気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善

内 容 気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善

実施主体 新潟地方気象台

警報級の可能性危険度を色分けした時系列

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：新潟地方気象台
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洪水浸水想定区域内及び土砂災害警戒区域内にある要配慮者利用施設の管理者を対象とし、水害・

土砂災害時に適切な避難行動がとられるよう、避難確保計画の作成方法や日頃からの備え、災害情報

の種類と入手方法などに関する説明会を実施しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年11月30日（水）午前の部：午前10時から、午後の部：午後2時から

・参加者：要配慮者利用施設の管理者 約350名

・内 容：①防災気象情報の活用（新潟地方気象台）

②水害・土砂災害に備えて（北陸地方整備局河川部）

③新潟県からの防災情報等の提供～水害・土砂災害への備え～（新潟県土木部）

④社会福祉施設等における利用者の安全確保及び非常災害時の体制整備（市福祉部）

⑤避難情報等の伝達手段（市危機管理防災局）

カテゴリ 要配慮者利用施設による避難確保計画の作成に向けた支援を実施

内 容 避難計画策定の推進

実施主体 新潟市（協力：北陸地方整備局、新潟地方気象台、新潟県）

（様式2‐取組概要）

篠田新潟市長 挨拶 説明会に参加した施設管理者 市危機管理防災局からの説明

様式作成機関：新潟市

15



浸水想定区域内の４自治会で、阿賀野川に係る災害リスクを知り、地域防災力の向上を図るた

め「防災塾」を開催し、災害時における自治会活動を確認するため避難訓練を実施しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年9月～平成29年３月（３講座/自治会＋救急講習＋避難訓練）

・参加者：述べ12講座、357人、避難訓練２自治会192名（２自治会取組み中）

・内 容：①気象防災情報の収集と自分の住む地域の災害リスクを知る。

②自主防災の役割の再啓発・再確認

③自治会避難訓練の実施

カテゴリ 立ち退き避難が必要な区域及び避難方法の検討

内 容 自主防災組織の育成・強化

実施主体 阿賀野市、実施自治会(自主防災組織）

H28年11月１７日法柳自治会防災塾講座４H28年11月２日小浮新田自治会防災塾講座２ H28年12月４日新保自治会避難訓練

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：阿賀野市
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携帯電話やパソコンのメールを利用した五泉あんしんメールについて、更なる普及のため周

知・広報を実施しました。

【実施概要】

・日 時：随時

・参加者：登録者

・内 容：①平成27年1月より運用開始

②平成28年11月末登録者 2,358名
②平成28年6月10日号掲載

カテゴリ リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信など防災情報の充実

内 容 防災アプリ・ラジオ・メールの更なる普及のための周知・広報

実施主体 五泉市

（様式2‐取組概要）

五泉あんしんメール 市広報紙（6月10日号）

様式作成機関：五泉市
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阿賀野川河川事務所と五泉市は、沿川自治会と共同で洪水に対しリスクが高い区間（重要水防

箇所等）の点検を行いました。

【実施概要】

・日 時：平成28年7月13日（水）9：00～11：00

・参加者：阿賀野川・早出川沿川６自治会（自治会長他８名）、五泉市、阿賀野川河川事務所

・内 容：①阿賀野川（五泉市域）・早出川重要水防箇所２箇所の点検

②洪水浸水想定区域（想定最大規模）の周知

③洪水に関する防災情報の取得方法の周知

カテゴリ 自治会や地域住民が参加した洪水に対するリスクの高い箇所の共同点検の実施

内 容 重要水防箇所の共同点検

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

阿賀野川左岸29.2ｋｐ（五泉市荻野島地先）

（様式2‐取組概要）

早出川左岸2.5ｋｐ（五泉市三本木地先）

様式作成機関：五泉市
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川東中学校では、避難所体験を行うことで、防災に対する関心を持たせることを目的にサマー

キャンプを実施している。そのカリキュラムの一環として出前講座を実施しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年7月19日（火）9：50～11：10

・参加者：川東小学校5年生47名・川東中学校1年生37名

・内 容：①地域防災について、ハザードマップを活用し、自宅周辺の浸水深の確認

②避難について、避難の種類、情報の入手方法、自宅から近い避難所の確認

③日頃の備えについて、非常時の持ち出し品、家族との連絡方法の確認

カテゴリ 小中学校等における水災害教育を実施

内 容 出前講座（水害教育）の実施

実施主体 五泉川東中学校

防災出前講座（川東中学校）防災出前講座（川東中学校） 防災出前講座（川東中学校）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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五泉市では、水防訓練、防災訓練を通じて関係機関との連携強化を図るため、訓練を実施しま

した。また、全職員を対象に災害警戒本部設置訓練を行いました。

【実施概要】

・日 時：水防訓練 平成28年6月5日(日)・災害警戒本部設置訓練 平成28年6月24日(金)・

防災訓練 平成28年9月25日(日)

・参加者：水防訓練 238名・災害警戒本部設置訓練 560名・防災訓練 657名

・内 容：①災害警戒本部設置訓練の実施

②防災訓練時、災害対策本部設置訓練・災害情報広報訓練の実施

カテゴリ 水防団等への連絡体制の確認と首長も参加した実践的な情報伝達訓練

内 容 情報伝達訓練の実施・参加・支援

実施主体 五泉市

防災訓練 災害情報広報訓練（橋田小学校）災害警戒本部設置訓練（五泉市役所） 防災訓練 災害対策本部設置訓練（橋田小学校）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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阿賀野川河川事務所が実施した、重要水防箇所及び水防倉庫の備蓄資材等の合同巡視に参加し

ました。

【実施概要】

・日 時：平成28年5月24日（火）

・参加者：2名

・内 容：①重要水防箇所（阿賀野川：五泉市小松地先）の巡視

②構造上危険な構造物（早出川：羽下大橋）の巡視

③水防倉庫の備蓄資材等の確認

カテゴリ 自治体関係機関や水防団が参加した洪水に対するリスクの高い箇所の合同巡視の実施

内 容 重要水防箇所の合同巡視

実施主体 国土交通省阿賀野川河川事務所

早出川羽下大橋（五泉市羽下地先）阿賀野川左岸33.6ｋｐ（五泉市小松地先） 早出川羽下大橋（五泉市羽下地先）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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五泉市では、水防訓練、防災訓練を通じて、地域住民の防災意識の啓発を図ると共に、関係機

関との連携強化を図るため、訓練を実施しました。

【実施概要】

・日 時：水防訓練 平成28年6月5日（日）・防災訓練 平成28年9月25日（日）

・参加者：水防訓練 238名・防災訓練 657名

・内 容：①木流し工・T型マット工・積土のう工・月の輪工・釜段工の実施

②災害対策本部設置訓練・災害情報広報訓練・地域住民による避難訓練等の実施

③ AED訓練・起震車・降雨体験車・水消火器による消火訓練等の体験コーナー

カテゴリ 毎年、関連機関が連携した水防実働訓練等を実施

内 容 出水期前の水防訓練の実施・情報伝達訓練の実施・参加・支援

実施主体 五泉市

水防訓練 水防工法点検（早出川河川敷）
水防訓練 木流し工法（早出川河川敷） 防災訓練 要配慮者安否確認訓練（橋田小学校）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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水防活動の担い手となる消防団員の募集の記事と、マイ消防団パスポート事業の紹介も併せて

行いました。

【実施概要】

・日 時：平成28年5月10日号・平成28年8月25日号

・参加者：五泉市内全世帯

・内 容：①市広報紙による消防団員の募集

②消防団員の優遇措置である、「マイ消防団パスポート事業」の紹介

カテゴリ 水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定を促進

内 容 水防団員の募集促進

実施主体 五泉市

（様式2‐取組概要）

市広報紙（8月25日号）市広報紙（5月10号）

様式作成機関：五泉市
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北陸地方整備局が実施した、水防技術講習会に参加し水防工法の技術の向上を図りました。

【実施概要】

・日 時：平成28年10月30日（金）

・参加者：消防職員 1名・消防団員 1名

・内 容：①積土のう工法の実技訓練

②木流し広報の実技訓練

③シート張り工法の実技訓練

カテゴリ 国・県・自治体職員等を対象に、水防技術講習会を実施

内 容 水防技術講習会への参加

実施主体 国土交通省北陸地方整備局

水防技術講習会（木流し工法）水防技術講習会（積土のう工法） 水防技術講習会（シート張り工法）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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阿賀野川河川事務所が実施した、災害対策車の実働訓練に参加しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年10月28日（金）

・参加者：都市整備課職員 2名

・内 容：①排水ポンプ車の設営・稼働・撤去訓練

②照明車の設営・稼働・撤去訓練

カテゴリ 排水ポンプ車の出動要請の連絡体制等を整備

内 容 出水時連絡体制の確認・整備

実施主体 阿賀野川河川事務所

排水ポンプ車設置訓練（阿賀野川左岸）排水ポンプ車設置訓練（阿賀野川左岸） 排水ポンプ車設置訓練

（阿賀野川左岸）

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：五泉市
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阿賀町消防団は水防知識の習得・研鑽を図るための水防訓練を実施しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年6月12日（日） 13:30～15:00

・参加者：阿賀町消防団、阿賀野川河川事務所、津川地区振興事務所、阿賀町

・内 容：①部隊編成（1法面隊20名を小隊として、4小隊編成）

②水防講習（結索訓練、土のう作り、積土のう工法、改良積土のう工法ほか）

③水防訓練（小隊ごとに、長さ10mの積土のう工法、改良積土のう工法）

カテゴリ 毎年、関係機関が連携した水防実働訓練等を実施

内 容 阿賀町水防訓練

実施主体 阿賀町

（様式2‐取組概要）

水防講習（三川Ｂ＆Ｇ海洋センター駐車場）部隊編成（三川Ｂ＆Ｇ海洋センター駐車場） 水防訓練（三川Ｂ＆Ｇ海洋センター駐車場）

様式作成機関：阿賀町
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東北電力㈱と各関係団体は，阿賀野川における公衆災害防止を図るため，出水時における通知

通報の方法および連絡体制等について，意見交換を行い，公衆の安全確保に資するため，洪水対

策連絡協議会を開催しました。

【実施概要】

・日 時：平成２８年６月２日(木)１１：００～１３：００

・参加者：阿賀野川河川事務所,福島県,新潟県,阿賀野川沿川５自治体,各警察署他,東北電力

・内 容：①ダム管理全般 ②ダム管理について（ダム運用方法：「東北電力の発電用ダム」ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ）

③通知通報について(連絡体制の確認)

④河川パトロールについて(「阿賀野川水系ダム情報」・「川の防災情報」HPの見方等も合せて説明)

カテゴリ 平成２８年度阿賀野川洪水対策連絡協議会を開催

内 容 出水時における通知通報，連絡体制等に関する意見交換

実施主体 東北電力㈱ 会津若松支社

来賓挨拶(阿賀野川河川事務所)主催者側挨拶(東北電力㈱会津若松支社) 来賓挨拶(阿賀町)

（様式2‐取組概要） 様式作成機関：東北電力株式会社
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（３）各機関の取組状況について

3）新たな課題や取組

資料－3‐3



◆自由意見（取組を進める中での課題や取組の提案など）

・減災対策として、情報を提供共有することばかりに重点が置かれすぎているのではないか。（避難勧告
を出すための支援より、住民に危険をすみやかに知らせる方法を考えることが重要ではないか）

・水位周知河川では水位情報が提供されており、テレビやインターネットから住民も情報を入手すること
ができる。しかし、住民の意識からすると避難の判断は自分でできないため、周りの状況や市町村から
の避難勧告があってからでないと避難の行動ができない。（人は逃げない）

・もっとシンプルに、河川が危険な状態であることを知らせるサインや合図を出し、危険を意識させること
が住民の避難には大切ではないか。（例えば、河川流域でサイレンなど音を鳴らしつづけ危険を知らせ
るなど ＜サイレン＝避難＞ 条件反射で動けるものにする）

・現在の県予算では、河床掘削などにより、河川を適切に維持管理することができていないことが課題と
考えている。（大雨により増加した水を安全に流すことに影響がある）

・このことから、国からは、ハード対策として、河床掘削に対する予算面での支援をお願いしたい。

・一級河川における県管理河川の扱いについては、今後、国で実施している一級河川の協議会（本協議
会）で検討対象とすると聞いているが、具体的な検討方法とスケジュールについて聞かせていただきたい。

（様式3‐新たな課題や取組） 様式作成機関：新潟県
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◆自由意見（取組を進める中での課題や取組の提案など）

【ハザードマップの作成】
・ 本市においては、L2規模の浸水想定区域に基づくハザードマップの更新について、H29年度において、
水平・垂直避難のエリア設定、近隣市町村への広域避難や民間施設の活用も含めた避難先の確保、2
段階避難の実効性の検討などの実施を予定。（予算要望中）
来年度の検討を経て、H30年度にハザードマップの印刷および全世帯への配布を予定。
なお、住民への説明については、出前講座などを活用した周知・広報を実施する予定。

【広域避難における自治体間の調整】
・本市においては、計画規模における広域避難について、隣接する自治体と意見交換を行っているが、
避難情報の発表基準の違いや避難先の確保など、課題が多く、調整があまり進んでいないのが現状。
【避難計画（広域避難含む）の検討に必要な判断材料について】
・２段階避難とした場合の移行判断基準（タイミング、対象範囲など）を明確にしてほしい。
・全国的な、避難計画検討の事例を提供いただきたい。
・来年度の避難計画検討にあたり、適宜相談させていただきたい。

【防災ラジオ等の配布について】
・ 本市においては、自主防災組織や自治会の会長を対象に、緊急告知FMラジオ約3,000台を無償貸与。
また、本年6月からは75歳以上のみの世帯、視覚障がい者の方がいる世帯を対象として、緊急告知FM

ラジオの購入費の一部を補助する制度を開始。
【要配慮者利用施設の避難確保計画の作成について】
・ 本市においては、要配慮者利用施設の管理者向けに、避難確保計画の作成方法や、災害情報の種
類と入手方法など、災害への備えに関する説明会を実施。（11月30日）
【住民を対象とした水防災教育及び出前講座の実施状況について】
・ 本市においては、新潟県防災教育プログラムに基づき全小中学校の各学年度、防災教育（洪水災
害）を順次実施。（H27年度から5箇年で全小中学校を完了予定）
このほか、水防災等に関する意識の向上を図るため、随時、出前講座を実施。

（様式3‐新たな課題や取組） 様式作成機関：新潟市
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◆自由意見（取組を進める中での課題や取組の提案など）

・浸水想定区域が広範囲にわたり対象世帯も多いことから、災害リスクの周知徹底に工夫が必要

・最大想定では、周辺に緊急避難場所となる場所が無い地区も考えられ、避難時の自主防災組織、自治
会の共助活動の実施が難しい。

・JR羽越本線橋梁部における水防活動に係るタイムラインが、阿賀野川右岸下流部の広い範囲の避難
勧告等のタイミングに影響している。 下流部においては、あまり水位が上がっていない時点での発令と
なるため、同橋梁部の短時間での水防活動が可能となる方法について、関係者が共通認識し迅速な活
動ができるよう検討する場を設けることも必要。

（様式3‐新たな課題や取組） 様式作成機関：阿賀野市
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◆自由意見（取組を進める中での課題や取組の提案など）

・ハザードマップの作成について
平成29年出水期前までに、県管理河川（能代川全域、早出川善願橋より上流部）の想定最大規模、家

屋倒壊等氾濫想定区域図等が公表されるも見込であり、公表後速やかにハザードマップの作成に取り
掛かります。

・小中学校における水防災教育について
新潟県防災教育プログラムにより、各小中学校で水防災教育が実施されているが、内容等の把握が難

しい。
また、各小中学校での出前講座の開催について、開催方法等検討が必要と考えます。

・国・県・市・関係機関等との連携について
今後とも河川管理者をはじめ、関係機関との訓練や情報の共有等を図り、連携強化に努めます。

（様式3‐新たな課題や取組） 様式作成機関：五泉市

◆自由意見（取組を進める中での課題や取組の提案など）

・堤防整備後の避難判断

・堤防を想定した水防団実動訓練

・洪水ハザードマップ作成の財源確保

（様式3‐新たな課題や取組） 様式作成機関：阿賀町
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阿賀野川大規模氾濫に関する減災目標を達成するための取組状況

取組状況一覧

参考資料-1



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

１．ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策

・洪水を安全に流すた
め及び危機管理型の
ハード対策を推進す
る。

引き
続き
実施

・洪水を安全に流すた
めのハード対策を推進
する。（阿賀野川助成
事業の白崎工区、川口
工区など）

引き
続き
実施

下里地区河道掘工事
中【H28年3月,引き続き
工事予定】、高森地区・
法柳新田地区(浸透対
策)完了【H28年3月】、
大迎地区浸透対策完
了予定【H28年度内】

引き
続き
実施

【H28.12現在】本川は
阿賀野川助成事業の
白崎地区（護岸工事）、
川口地区（護岸工事）
発注済み（津川）。支川
は新井郷川（新潟）、福
島潟（新発田、新潟）、
駒林川（新発田）の工
事発注済みもしくは発
注準備中

引き
続き
実施

・防災拠点等の整備を
検討する。

引き
続き

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

■危機管理型ハード対策
・堤防天端の保護 H28年

度から
順次
整備

・堤防天端の保護 H28年
度以
降検
討

対象区間は設定済み。
予算に応じて発注す
る。
【 在】

引き
続き
実施

【H28.12.現在】対象区
間を検討中（新発田、
新潟）

引き
続き
検討

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・水防連絡会にて水防
倉庫の備蓄材などの
合同巡視を実施

引き
続き
実施

・水防資機材の配備状
況の確認・整備

引き
続き
実施

・河川管理者や水防団
と連携し水防資機材の
配備状況の確認や整
備を行う。

H28年
度から
検討

・河川管理者と連携し
水防資機材の配備状
況の確認を実施する。

H28年
度から
検討

・河川管理者と連携を
図り、配備状況の確認
や整備を行う。

H28年
度から
検討

・河川管理者と町・消
防本部・水防団等で資
機材を確認する。

H28年
度から
検討

【H28.5.24】合同巡視時
に実施

H28実
施済、
引き
続き
実施

【H28.5～8】水防資機
材の配備状況を確認・
補充を実施（新津、新
発田、新潟、津川）

H28実
施済、
引き
続き
実施

各区において水防資機
材の配備状況を確認
し、不足数を補充する
など整備を行ってい
る。

引き
続き
実施

【H28.5.24】合同巡視時
に実施済み

H28実
施済、
引き
続き
実施

・出水期前に確認を行
い、補充している
・地元町内会長からの
申し出により、不足分
を補充している
【H28.11現在】

引き
続き
実施

5月末に町水防資機材
を確認、土のう用砂を
上川地域に配備した。

引き
続き
実施

・新技術（水のう等）を
活用した資機材等の配
備

H28年
度から
検討

・新技術を活用した水
防資機材等の配備を
検討する。

H28年
度から
検討

・JR羽越本線橋梁右岸
部の水防活動時間が
短縮できる資機材の検
討を進める。

H28年
度から
検討

・Ｈ23水害の教訓とし
て、市の倉庫や消防器
具置場、町内会館等に
配備済みで、新技術を
活用した水防資機材等
の配備を検討する。

H28年
度から
検討

・水防資機材の種類や
数量を検討する。

H28年
度から
検討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

検討中【H28.12現在】 引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

・出水期前に確認を行
い、補充している
・地元町内会長からの
申し出により、不足分
を補充している
【H28.11現在】
・新技術を活用した水
防資機材等の配備に
ついては、検討中
【H28.11現在】

引き
続き
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

・簡易水位計の設置
・ＣＣＴＶカメラの設置

H28年
度から
順次
整備

・水位計・量水標の設
置
・洪水危険箇所におけ
る河川カメラ設置

H28年
度から
検討

新潟市灰塚へ簡易水
位計・量水標、新潟市
六郷へCCTVカメラを設
置【H28.3現在】

引き
続き
実施

【H28.12現在】仙見川
水系に雨量局の新設
を検討中（新津）。合川
水位局（阿賀町　常浪
川）の新設を検討中
（津川）

引き
続き
検討

②円滑な避
難活動や水
防活動を支
援するため、
CCTVカメラ、
簡易水位計
や量水標等
の設置

②

④
H28年度
から順次

整備

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）

堤防天端の保護

北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

水防資機材の確認・
整備

新技術を活用した水
防資機材の検討・配
備

CCTVカメラ、簡易水
位計・量水標の設置

洪水を安全に流すた
め・危機管理型の
ハード対策の推進

L,J

防災拠点等整備の
検討

①

③

・河道掘削
・侵食対策
・浸透対策

U,V
引き続き

実施

・堤防天端の
保護

・堤防裏法尻
の補強

W

H28
年度
から
順次
整備

①新技術を
活用した水
防資機材の
検討及び配
備

M,P,
Q

H28年度
から検討

1



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

２．ソフト対策の主な取組　①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する事項

・川の防災情報システ
ムの改良及びスマート
フォンを活用した情報
発信

順次
実施

・新潟県河川防災情報
システムの改良及びス
マートフォン向け画面
の検討

引き
続き
検討

【H28.3】よりスマート
フォン向け機能を追加
し、運用開始。HPにて
公表済み

済 【H28.12現在】平成29
年出水期までにスマー
トフォン向け画面を公
開予定（河管）

・信濃川下流域との防
災情報を一元化し、共
有・閲覧できるシステ
ム（プラットホーム）を
構築

順次
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

・プッシュ型の洪水予
報等の情報発信

順次
実施

・隣県水位局の情報を
掲載
・洪水時における水位
の緊急速報メールの検
討

引き
続き
検討

・気象警報・注意報を
発表し、現象ごとに警
戒期間、注意期間、
ピーク時間帯、雨量な
どの予想最大値を周知

引き
続き
実施

国土交通省発信で携
帯電話事業者提供の
「緊急速報メール」サー
ビスを平成29年5月上
旬から実施する予定。
【H29.3現在】

引き
続き
実施

【H28.12現在】隣県水
位局の情報をH29出水
期までに新潟県河川防
災情報システムで公開
予定（河管）

適宜実施【H28.8現在】 引き
続き
実施

・必要に応じて、自治
体に情報伝達（ホットラ
イン）を実施

引き
続き
実施

適宜実施【H28.8現在】 引き
続き
実施

・危険箇所の範囲や避
難所の位置を分かりや
すく表示する「にいがた
防災アプリ」について、
更なる普及のため周
知・広報を実施する。
・緊急告知FMラジオの
購入費助成制度につ
いて、更なる普及のた
め周知・広報を実施す
る。

H28年
度から
実施

・登録制である阿賀野
市安全安心メールにつ
いて、更なる普及のた
め周知・広報を実施す
る。

H28年
度から
検討

・携帯電話やパソコン
のメールを利用した五
泉あんしんメールにつ
いて、更なる普及のた
め周知・広報を実施す
る。

引き
続き
実施

「にいがた防災アプリ」
と「緊急告知FMラジオ
の購入費助成制度」に
ついて、防災フェスタや
要配慮者利用施設向
けの説明会でのチラシ
配布、市報掲載などに
より周知・広報を実施し
た。

引き
続き
実施

イベントや防災塾（防
災講座）に普及チラシ
を配布し周知活動を実
施済み

H28実
施済、
引き
続き
実施

出水期前に市の広報
誌で周知。約2,300人
の登録【H28.１１現在】

引き
続き
実施

・津波用として設置して
ある同報無線について
河川洪水用としても活
用するよう、既存設備
の運用変更を行う。

H28年
度から
実施

津波用として設置して
ある同報無線について
河川洪水用としても活
用するよう、既存設備
の運用変更を行った。

H28実
施済。
引き
続き
実施

⑤

①リアルタイ
ムの情報提
供やプッシュ
型情報の発
信など防災
情報の充実

川の防災情報システ
ムの改良・スマート
フォンを活用した情
報発信

津波用同報無線の
活用

防災アプリ・ラジオ・
メールの更なる普及
のための周知・広報

自治体への情報伝
達（ホットライン）

水位・気象情報等の
情報発信

信濃川下流域情報
共有プラットホーム
の構築

G,Ｈ
I,Ｊ

順次整
備

2



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

検討中【H28.8現在】 引続
き実
施

・ホームページの改良
については，平成２８
年度より検討。

・ダムの運用方法，
ホームページの見方な
どについては，「阿賀
野川洪水対策連絡協
議会」で説明済み(6/2)

・ダム放流警報に関す
る説明については，各
自治体の広報誌に掲
載済み(6月号)

H28年
度から
検討

引き
続き
毎年
実施

引き
続き
毎年
実施

・様々な災害リスク情
報を「蓄積」、「共有」
し、的確な避難行動に
つながるよう、降雨流
出氾濫モデル（RRIモデ
ル）を改良、発展させ
る。

H28年
度から
検討

検討中【H28.8現在】 引続
き実
施

・出水後におけるタイ
ムラインの検証と改善
・必要に応じて、水位
情報等の提供など

順次
実施

・市町が作成するタイ
ムラインに必要な水位
情報等の提供など

順次
実施

北陸地整・県・市・町と
共同し、整備・改善を
支援

順次
実施

・ホットラインのタイミン
グや庁内の体制などに
ついて、タイムラインの
改善を実施する。

H28年
度から
検討

・協議会の中で検討す
る避難計画（案）等をふ
まえ改善を行う。

H29年
度から
実施

・早出川（国管理区間）
は整備済み
・阿賀野川について
は、タイムラインを策定
・協議会の中で検討す
る避難計画（案）等をふ
まえ改善を行う
・河川管理者と連携を
図り、改善・整備を行
う。

H27年
度から
順次
実施

・タイムラインの策定 新潟
県から
の情
報提
供後
に実
施

【H28.5.27】洪水対応演
習時にタイムラインの
たたき台作成
【H28.7.6】早出川出水
時に自治体への情報
提供を実施

引き
続き
実施

【H28.11.18】市町村防
災担当課長会議で県
管理河川のタイムライ
ン策定の情報提供、協
力を依頼（河管）

【H28.9.15】タイムライン
の気象台業務の記述
について北陸地整と協
議

引き
続き
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習時にタイムラインを
確認。

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

H28.11時点での修正は
無し

引き
続き
検討

検討中【H28.8現在】 引続
き実
施

・ホームページで、下流
沿川住民や河川利用
者に、各ダムの放流等
を分かりやすく伝える
ために改良する。
　【取り組み内容】
・放流警報(サイレン)吹
鳴に関する解説など掲
載
・“ダム放流中”などを
表示

・「阿賀野川洪水対策
連絡協議会」を活用
し，ダムの運用方法や
ホームページの見方・
使用方法などを説明
(要望があれば出向い
て説明)

・各自治体広報誌への
ダム放流警報に関する
説明を掲載

H29年
度から
検討

引き
続き
毎年
実施

引き
続き
毎年
実施

タイムラインの整備・
改善・支援

H28年
度から
検討

・TV電話（告知情報端
末）を利用して洪水時
のダム放流情報や水
位情報等を分かりやす
く伝える。

降雨流出氾濫モデ
ルの改良

ダム放流情報等の
情報発信

⑥
順次実

施
C

②避難勧告
等の発令に
着目した防
災行動計画
（タイムライ

ン）の整備及
び検証と改

善

3



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

・阿賀野川洪水浸水想
定区域図の策定・公表
・早出川洪水浸水想定
区域図の策定・公表
・家屋倒壊等氾濫想定
区域図を作成し自治体
へ提供

H28年
度から
実施

想定最大規模も含めた
浸水想定区域図や家
屋倒壊等氾濫想定区
域等の公表を行う。

H28年
度以
降検
討

【H28.5】HPにて公表 済 【H28.12現在】早出川
洪水浸水想定区域図
（L2）策定のための業
務委託発注済み（新
津）

引き
続き
検討

・想定最大規模降雨の
阿賀野川氾濫シミュ
レーションの公表
・想定最大規模降雨の
早出川氾濫シミュレー
ションの公表

H28年
度から
実施

年内にHPにて公表予
定

H28年
度から
実施

洪水浸水想定区域
図・家屋倒壊等氾濫
想定区域図の策定・
公表

H28年度
から

順次実
施

D,Ｅ
Ｆ

③想定最大
規模も含め
た破堤点別
浸水想定区
域図、 家屋
倒壊等氾濫
想定区域の
公表（浸水ナ
ビ等による公
表）

氾濫シミュレーション
の公表

⑦

4



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

２．ソフト対策の主な取組　①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する取組

・浸水想定区域の浸水
深、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域の
情報提供を行う。

H28年
度から
実施

・浸水想定区域の浸水
深、浸水継続時間及び
家屋倒壊危険区域の
情報提供を行う。

H28年
度以
降検
討

【H28.5】HPにて公表 済 【H28.12現在】早出川
洪水浸水想定区域図
（L2）策定のための業
務委託発注済み（新
津）

引き
続き
検討

・家屋倒壊危険区域等
より、立ち退き避難が
必要な区域を検討す
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

・浸水深、浸水継続時
間及び家屋倒壊危険
区域等より、立ち退き
避難が必要な区域を
検討する。
・想定最大規模での浸
水深により避難計画の
見直し整理

H28年
度から
検討

・浸水深、浸水継続時
間及び家屋倒壊危険
区域等より、立ち退き
避難が必要な区域を
検討する。

H29年
度以
降検
討

・浸水想定区域図等の
公表後に立ち退き避難
が必要な区域及び避
難方法を検討する。

H29年
度以
降検
討

来年度に予定されてい
る新潟県からの情報提
供後にハザードマップ
の改良に向けた検討を
実施するため、来年度
予算の要求をしてい
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

検討中 引き
続き
実施

H29年度にハザード
マップ作成と併せて検
討予定【H28.11現在】

H29年
度検
討予
定

今後検討する。
【H28.8現在】

H29年
度以
降検
討

垂直避難等、柔軟な避
難方法の検討

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

・広域避難の他に垂直
避難等、柔軟な避難方
法の検討
・家屋倒壊等氾濫想定
区域における頑丈で高
い建物等での屋内安
全確保等、柔軟な避難
方法の検討
・避難路、その他の避
難経路の検討
・想定最大規模での浸
水深により避難計画の
見直し整理

H28年
度から
検討

・広域避難の他に垂直
避難等、柔軟な避難方
法の検討
・家屋倒壊等氾濫想定
区域における頑丈で高
い建物等での屋内安
全確保等、柔軟な避難
方法の検討

H29年
度以
降検
討

来年度に予定されてい
る新潟県からの情報提
供後にハザードマップ
の改良に向けた検討を
実施するため、来年度
予算の要求をしてい
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

検討中 引き
続き
実施

H29年度にハザード
マップ作成と併せて検
討予定【H28.11現在】

H29年
度検
討予
定

・避難所ごとに水害時
の浸水深や避難の可
否について確認を行
う。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実

避難所ごとの想定浸水
深を確認して、避難の
可否を確認する。

H28年
度から
検討

来年度に予定されてい
る新潟県からの情報提
供後にハザードマップ
の改良に向けた検討を
実施するため、来年度
予算の要求をしてい
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

検討中

・大規模災害時の避難
住民の誘導や被災者
の救援等の協力が期
待されるため、自主防
災組織の育成・強化
（組織率の向上や組織
の実効性）を行う。

H28年
度
から検
討

防災講座を阿賀野川
に接する４自治会で防
災講座を開き、自主防
災組織の育成

H28実
施済、
引き
続き
実施

浸水想定区域の浸
水深・水継続時間・
家屋倒壊危険区域
の情報提供

⑧

④立ち退き
避難が必要
な区域及び
避難方法の
検討

D,Ｅ
Ｆ,K

H28年度
から

順次実
施

自主防災組織の育
成・強化

避難所ごとの浸水
深・避難可否の確認

垂直避難等、柔軟な
避難方法の検討

立ち退き避難が必要
な区域・避難方法の
検討

5



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

・作成に必要な情報の
提供及び策定を支援

H28年
度から
順次
実施

・作成に必要な情報の
提供及び策定を支援
・市町間の調整や運営
上の課題への支援

引き
続き
実施

・作成に必要な情報の
提供及び策定を支援

H28年
度から
順次
実施

・広域避難の現実性に
ついて検討する。

H28年
度から
検討

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、計画規
模洪水に対する広域
避難計画を検討・策定
する。

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、想定最
大規模洪水に対する
広域避難計画を検討・
策定する。

H28年
度から
検討

H29年
度から
検討

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、計画規
模洪水に対する広域
避難計画を検討・策定
する。

・北陸地整、県、関係
市町と連携し、想定最
大規模洪水に対する
広域避難計画を検討・
策定する。

H28年
度から
検討

H29年
度から
検討

検討中【H28.8現在】 H28年
度から
順次
実施

【H28.12現在】H27.11及
びH28.6に広域避難検
討地区の抽出や課題・
対応について意見交換
会を実施（河管）

必要に応じて、順次支
援

H28年
度から
順次
実施

検討中【H28.8現在】 H28年
度から
順次
実施

検討中 H28年
から検
討

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

・ハザードマップポータ
ルサイトの周知と活用
を促進

H28年
度
から実
施

・新たな浸水想定区域
に対応した洪水ハザー
ドマップへの改良と、出
前講座などを活用した
周知・広報を実施す
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
に実

・洪水ハザードマップの
更新整備を図り、自治
会等に配付、説明会の
開催

H29年
度
から順
次
実施

・ハザードマップの見直
しを行い、全戸配布に
より周知する。

H29年
度以
降検
討

・洪水ハザードマップの
見直しを行い、全戸配
布により周知する。

H29年
度以
降検
討

・【H28.8】想定最大規
模降雨による洪水浸水
想定区域データを更新
・【H28.6】検索ツール等
改良
いずれもHPにて公表

引き
続き
実施

来年度に予定されてい
る新潟県からの情報提
供後にハザードマップ
の改良に向けた検討を
実施するため、来年度
予算の要求をしてい
る。

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

検討中 引き
続き
実施

H29年度にハザード
マップの作成を予定
【H28.11現在】

H29年
度実
施予
定

今後検討する。
【H28.8現在】

H29年
度以
降検
討

・現状予測期間（～3時
間）
・更に数時間（4～6時
間程度）先も含め水位
予測の精度向上の検
討・システム改良を行
う。

H28年
度
から検
討

・上流水位局による下
流水位予測の検討

H28年
度から
検討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

【H28.12現在】H29出水
期までに水位観測所地
点における横断測量を
実施予定（河管）

・警報等における危険
度の色分け表示
・「警報級の現象になる
可能性」の情報提供
・メッシュ情報の充実化

H29年
度出
水期
から実
施

【H28.6.8】「危険度の色
分け表示」、「警報級の
可能性」の試行として
提供開始

H29年
度出
水期
から実
施

気象情報発信時の
「危険度の色分け」
や「警報級の現象」
等の改善

水位予測の検討及
び精度の向上

洪水ハザードマップ
の改良・周知

⑤参加市・町
による広域
避難計画の
策定及び支
援

⑥広域的な
避難計画等
を反映した新
たな洪水ハ
ザードマップ
の策定・周知

⑦水位予測
の検討及び
精度の向上

⑧気象情報
発信時の「危
険度の色分
け」や「警報
級の現象」等
の改善

B,M

D,Ｅ
Ｆ

H28年度
から

順次実
施

〔計画規
模〕

平成28
年度から
順次実

施

〔想定最
大規模〕
平成29

年度から
順次実

施

D,E

H28年度
から検討

J H29年度

⑨

⑩

⑪

⑫

計画規模洪水・想定
最大規模洪水に対
する広域避難計画
の検討・策定・支援

6



※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

２．ソフト対策の主な取組　①「安全な場所への確実な避難」に向けた、円滑かつ迅速な避難のための取組
■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・重要水防箇所等の共
同点検を実施

順次
毎年
実施

・出水期前に自治会や
地域住民と重要水防
箇所の共同点検を実
施

H28年
度から
実施

・河川管理者と自治会
や地域住民で重要水
防箇所等の共同点検
を実施する。

順次
毎年
実施

・河川管理者と自治会
や地域住民で重要水
防箇所等の共同点検
を実施する。

順次
毎年
実施

・河川管理者と自治会
や地域住民が参加した
重要水防箇所等の共
同点検を実施する。

順次
毎年
実施

・河川管理者と地域住
民等で重要水防箇所
等の共同点検を実施
する。

順次
毎年
実施

沿川市町、沿川自治会
と共同で重要水防箇所
等の点検を行った。
【H28.7.13、15、22】

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.31】五泉市と共
同で重要水防箇所等
の点検を行った（新津）

引き
続き
毎年
実施

【H28.7.15】河川管理
者、沿川自治会と共同
で重要水防箇所等の
点検を行った。

引き
続き
毎年
実施

沿川自治会と共同点
検を実施した。
（H28.7.22）

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が主催す
る重要水防箇所等の
共同点検に自治会や
地域住民と共に参加し
た。

引き
続き
実施

河川管理者と町、行政
区、消防団等で、樋門
の操作研修を実施し
た。

順次
毎年
実施

【H28.7.7】新潟工業高
校6名、工事中の現場
を見学

引き
続き
実施

【H28.12現在】28年度
末実施予定（新津）

引き
続き
実施

新潟県防災教育プログ
ラムに基づき全小中学
校の各学年で、防災教
育（洪水災害）を実施し
ている。

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

川東中学校の依頼に
より、川東中学校・小
学校の生徒を対象に
防災学習の出前講座
を実施【H28.7.19実施】

引き
続き
実施

６月３日津川小学校４
年生が防災備蓄倉庫
を見学した。

引続
き実
施

・教育委員会と連携し、
効果的な対応を検討す
る。

H28年
度から
実施

検討中【H28.8現在】 H28年
度から
実施

・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

引き
続き
実施

・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

引き
続き
実施

・出前講座等を活用
し、水防災等に関する
説明を実施

新潟
県から
の情
報提

・ハザードマップ作成の
際に説明会を実施

H29年
度
から実
施

・ハザードマップ作成の
際に説明会を実施

H29年
度
以降
実施

・ハザードマップ作成の
際に説明会を実施

H29年
度
以降
実施

・ダム操作に関する各
自治体への出前講座
の開催
防災担当者を対象と

H28年
度から
実施

【H28.7.21】中野山小学
校コミニティ協議会(約
30名)へ満願寺出張所
にて講義

引き
続き
実施

消防学校職員へ水防
災に関する講義を実施
（河管）
【H28.12現在】実績なし
（新発田、新津、津川、
新潟）

引き
続き
実施

【H28.7.21】河川管理者
の協力を得て、中野山
小学校コミニティ協議
会(約30名)が満願寺出
張所にて講義を受講

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

検討中 引き
続き
実施

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

今後検討する。
【H28.8現在】

H29年
度以
降検
討

・出前講座の要請は，
現在のところなし。

・防災担当者を対象と
したダム見学者につい
ては，検討中

【見学者対応】
・新潟工業用水道事務
所 揚川ダム見学会開
催(9/14 7名)
・津川地区振興事務所
主催 鹿瀬ダム見学会
(11/5 鹿瀬ダム 20名)

引き
続き
実施

引き
続き
実施

・関係機関と連携し、効
果的な対応を検討す
る。

H28年
度から
実施

出前講座等の機会に
水防災に関する防災
気象情報を説明

引き
続き
実施

出前講座（水害教
育）の実施

重要水防箇所の共
同点検

Ａ

教育委員会との連
携・効果的な対応の
検討

関係機関との連携・
効果的な対応の検
討

説明会・見学会の実
施

①自治会や
地域住民が
参加した洪
水に対するリ
スクの高い
箇所の共同
点検の実施

順次毎
年実施

引き続き
実施

・新潟県防災教育プロ
グラムに基づき全小中
学校の各学年で、防災
教育（洪水災害）を実
施する
・各校の特徴、地域特
性に応じて新潟県防災
教育プログラムの自校
化を進める。
・防災に関する体験学
習を行う施設や出前講
話などを行ってくれる
組織と連携した防災学
習を促進する。
・学校と家庭や地域が
連携した実践的な防災
教育を実施

H27年
度から
実施

・市内の小学高学年の
水防災副教材を作成
する。

H28年
度から
実施

・小中学校での水害教
育を実施している。

引き
続き
実施

・小中学校で防災教育
を実施している。

引き
続き
実施

⑬

⑭

⑮

③出前講座
等を活用し、
水防災等に
関する説明
会を開催

引き続き
実施

Ａ

②小中学校
等における
水災害教育
を実施

引き
続き
実施

・新潟県防災教育プロ
グラム【洪水災害編】を
作成済み。
・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。

引き
続き
実施

Ａ

・市町の要請により、出
前講座等を積極的に
行っていく。
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

・市町が作成するまる
ごとまちごとハザード
マップへの情報提供

順次
実施

・ハザードマップの基礎
資料となる浸水想定区
域図の作成と公表

引き
続き
実施

・下里自治会で取組み
を実施

H28年
度から
実施

・ハザードマップの見直
しの際に検討する。

H29年
度
以降
実施

阿賀野市下里地区を
モデル地区とし「まるご
とまちごとハザードマッ
プ」整備に向け、地域
住民、阿賀野市、と連
携・協力。平成29年3月
設置予定【H29.3現在】

引き
続き
実施

【H28.12現在】早出川
洪水浸水想定区域図
（L2）策定のための業
務委託発注済み（新
津）

引き
続き
実施

現在設置場所や設置
看板等について打合せ
中

引き
続き
実施。

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H28年
度
から実
施

・洪水時の情報収集や
避難の判断基準等を
一般住民に理解しても
らえる家庭向けのチラ
シを作成し、ホーム
ページで公表
・チラシを市町村や県
地域整備部へ配布

引き
続き
実施

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H28年
度
から実
施

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

新潟
県から
の情
報提
供後
に検
討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H29年
度から
検討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H29年
度から
検討

「水防災意識社会」の
再構築に役立つ広報
や資料を作成・配布

H29年
度から
検討

【H28.9.9】水防災に関
するパンフレットを作
成、記者発表、ＨＰでの
公表、市役所等へ配布
（一般配布用）を実施

引き
続き
実施

クリアファイル「洪水か
ら命を守る」を作成し、
各市町村窓口等で配
布（新発田、新津、津
川、新潟）

水防災に関する防災
気象情報の資料を作
成し、出前講座等で使
用

引き
続き
実施

【H28.9～】河川管理者
が作成した水防災に関
するパンフレットを区役
所の窓口に設置、自治
会へ配布している

引き
続き
実施

検討中 引き
続き
実施

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

今後検討する。
【H28.8現在】

H29年
度以
降検
討

・住民の防災意識を高
めるための研修を実施

引き
続き
実施

・自主防災のあり方、
役割の（再）啓発を実
施

・自主防災のあり方、
役割の（再）啓発を実
施

H28年
度から
順次
実施

・自主防災のあり方、
役割の（再）啓発を実
施

H28年
度から
順次
実施

自主防災組織や消防
団など住民向けに、出
前講座や勉強会を実
施。（啓発ＤＶＤや豪
雨・台風動画の視聴、
職員による講演など）

引き
続き
実施

防災塾（防災講座）を
実施し、地域ごとの防
災力の向上を図った。

9月か
ら12月
に実
施済

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

検討中【H28.8現在】 引続
き実
施

・実際の災害時に機能
するよう実践的な研
修・訓練の実施

H28年
度から
順次
実施

・実際の災害時に機能
するよう実践的な研
修・訓練の実施

H28年
度から
順次
実施

・実際の災害時に機能
するよう実践的な研
修・訓練の実施

H28年
度から
順次
実施

防災塾で住民主体によ
る避難訓練を実施し
た。

11月
から12
月に
実施
済

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

検討中【H28.8現在】 引続
き実
施

・自主防災組織の結成
率の向上を図る。

引き
続き
実施

・自主防災組織の要と
なる防災士の養成

H28年
度から
順次
実施

・自主防災組織率が低
いため、引続き設立の
支援を行う。

H28年
度から
順次
実施

江南区で未結成の自
治会へ説明会を実施
し、結成率の向上を
図った。

引き
続き
実施

自治会から数名代表
者を選出し、15名が資
格を取得した。

済 引き続き支援を行う。 引き
続き
実施

自主防災組織の設
立支援・防災士の養
成

実践的な研修・訓練
の実施

自主防災のあり方・
役割の（再）啓発

「水防災意識社会」
の再構築に役立つ
広報や資料を作成・
配布

洪水ハザードマップ
の検討・整備支援

④まるごとま
ちごとハザー
ドマップを整
備

⑤効果的な
「水防災意識
社会」の再構
築に役立つ
広報や資料
を作成・配布

⑥住民の防
災意識を高
め、地域の
防災力の向
上を図るため
の自主防災
組織の充実

順次実
施

K

順次実
施

H

D,F
I

順次実
施

⑯

⑰

⑱
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

２．ソフト対策の主な取組　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防連絡会にて連絡
体制の確認を行う。

引き
続き
毎年
実施

・出水時における連絡
体制の確認

引き
続き
毎年
実施

・水防連絡会にて連絡
体制の確認を行う。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と市、消
防本部、水防団の連絡
体制を確認する。

引き
続き
毎年
実施

・水防連絡会で連絡体
制を確認する。

引き
続き
毎年
実施

・水防連絡会で連絡体
制を確認する。
・水防団への連絡網を
確認する。

引き
続き
毎年
実施

・出水期間前の「阿賀
野川洪水対策連絡協
議会」開催による連絡
体制の確認

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.12】水防連絡会
にて確認

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.12】水防連絡会
にて確認（新発田、新
津、津川、新潟）

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.12】水防連絡会
にて確認

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.12】水防連絡会
にて確認

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.12】水防連絡会
にて確認

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.12】水防連絡会
にて確認
H28年度当初に水防団
の連絡網を確認

引き
続き
毎年
実施

「阿賀野川洪水対策連
絡協議会」の中で確認
済み(6/2)

引き
続き
毎年
実施

県・市・町と共同で情報
伝達訓練を実施する。

引き
続き
毎年
実施

・情報伝達訓練の実施 引き
続き
毎年
実施

・情報伝達訓練への支
援

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が行う情報
伝達訓練に参加する

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が行う情報
伝達訓練に参加する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が行う情
報伝達訓練に参加す
る。
・水防訓練、防災訓練
を通じて、情報伝達訓
練を検討する

引き
続き
毎年
実施

河川管理者が行う情報
伝達訓練に参加する

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が実施す
る実践的な訓練に参加
・全国ダム管理演習を
通じての情報伝達訓練
の実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習を実施(新発田、新
津、津川、新潟）

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

・ホットラインを活用し
た情報伝達訓練に参
加【H28.5.27】
・防災訓練を通じて、情
報伝達訓練を実施
【H28.9.25】

引き
続き
実施

【H28.5.27】洪水対応演
習を実施

引き
続き
毎年
実施

「全国ダム管理演習(情
報伝達訓練)」に参加
(5/27)

引き
続き
毎年
実施

・重要水防箇所等の合
同巡視を実施

引き
続き
毎年
実施

・出水期前に市町村や
水防団等と重要水防
箇所の合同巡視を実
施

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と水防関
係機関で重要水防箇
所等の合同巡視を実
施する。

引き
続き
毎年
実施

・重要水防個所の点
検・巡視への参加

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.24】新潟県、沿
川市町、東北電力と合
同で重要水防箇所、お
よび各機関管理の水
防倉庫の備蓄資材等
の確認を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.24、5.25】阿賀
野川河川事務所、沿川
市町、東北電力と合同
で重要水防箇所、およ
び各機関管理の水防
倉庫の備蓄資材等の
確認を実施（新発田、
新津、津川、新潟）

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.24】河川管理
者、新潟県、東北電力
と合同で重要水防箇
所、および各機関管理
の水防倉庫の備蓄資
材等の確認を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.24】阿賀野川河
川事務所、新潟県、沿
川市町、東北電力と合
同で重要水防箇所及
び各機関管理の水防
倉庫の備蓄資材等の
確認を実施

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者が主催す
る重要水防箇所の合
同巡視に参加

引き
続き
実施

河川管理者と町で、5
月25日に実施した。

引き
続き
毎年
実施

阿賀野川重要水防箇
所等の巡視に参加済
み(胡桃山・満願寺管
内 5/24　2名)

引き
続き
毎年
実施

・水防管理団体が行う
訓練への参加
・水防工法講習会の支
援等を行う。

引き
続き
毎年
実施

・水防管理団体が行う
訓練への参加
・水防工法講習会の支
援等を行う。

引き
続き
毎年
実施

・関係機関等の要請に
より、訓練への支援

引き
続き
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・毎年行っている水防
訓練の内容を見直し、
実働水防訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・毎年行っている水防
訓練の内容を見直し、
実働水防訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・水防訓練、防災訓練
の内容を検討する。

引き
続き
毎年
実施

・毎年、出水期前に水
防訓練を実施
・毎年行っている水防
訓練の内容を見直し、
実働水防訓練を検討
する

引き
続き
毎年
実施

・水防実働訓練への参
加（阿賀町）

H29年
度から
実施

【H28.7.28】新潟市北区
新崎で新潟県や沿川
自治体職員と合同で災
害対策車両の訓練を
実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.22～7.28】新潟
市北区新崎で阿賀野
川河川事務所、沿川自
治体職員と合同で災害
対策車両の訓練など、
管内関係機関と合同で
水防訓練に参加（新発
田、新津、津川、新潟）

引き
続き
毎年
実施

（特記事項なし） 引き
続き
実施

【H28.5.22】北区高森で
水防訓練を実施
【H28.7.28】北区新崎で
河川管理者、新潟県と
合同で災害対策車両
の訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.5.22】阿賀野川水
防演習を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.6.5】水防訓練を
実施
【H28.9.25】防災訓練を
実施

引き
続き
実施

【H28.6.12】阿賀町水防
訓練で、改良積み土の
う工法、積み土のう工
法の実動訓練を実施。

引き
続き
毎年
実施

・前述の通り H29年
度から
実施

・水防活動の担い手と
なる水防団員の募集を
促進する。

引き
続き
毎年
実施

・広報誌やホームペー
ジで水防協力団体を募
るページを作成し、募
集を実施

H28年
度
から実
施

・広報誌やホームペー
ジで水防協力団体を募
るページを作成し、募
集を実施

・市内参加企業による
団員の優遇措置

引続
き毎
年実
施

引き
続き
実施

・水防活動の担い手と
なる水防団員の募集を
促進する。

引き
続き
毎年
実施

水防団員の募集促進
のため、「学生消防団
活動認証制度」を導入
した。

引き
続き
実施

市広報紙（8/15号）に
団員(兼消防団員)募集
を実施。市HPの更新に
より協力事業所の募集
した。

引き
続き
実施

広報に掲載【5.10号・
8.25号】

引き
続き
実施

ホームページで水防団
員（消防団員）の募集
を実施した。

引き
続き
毎年
実施

③毎年、関
係機関が連
携した水防
実働訓練等
を実施

水防団員の募集促
進

出水期前の水防訓
練の実施・参加・支
援

重要水防箇所の合
同巡視

引き続き
毎年実

施

②自治体関
係機関や水
防団が参加
した洪水に
対するリスク
の高い箇所
の合同巡視
の実施

情報伝達訓練の実
施・参加・支援

出水時連絡体制の
確認

引き続き
実施

O,Q

P,Q

L,M
N

引き続き
毎年実

施

⑲

⑳

①水防団等
への連絡体
制の確認と
首長も参加し
た実践的な
情報伝達訓
練の実施

N
引き続き
毎年実

施

㉑

㉒

④水防活動
の担い手とな
る水防協力
団体の募集・
指定を促進
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

・堤防が著しく低いJR
羽越本線橋梁右岸部
の水防に関して、毎
年、関係機関等等との
連絡体制の確認
・タイムライン作成に必
要な水位情報等の提
供

H28年
度から
実施

・JR羽越本線橋梁右岸
部の水防活動手順・時
間を再確認し、タイムラ
インを整備する。

H28年
度から
実施

水防団(消防団)とJR橋
梁部に係る水防活動
内容を再確認し改善に
向けた検討を実施中

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

・水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

県庁職員が参加、地域
機関参加者なし（河管）

水防技術講習会に参
加

引き
続き
実施

未実施 引き
続き
実施

水防技術講習会に参
加。

引き
続き
実施

【H28年度】未参加 引き
続き
実施

・復旧活動の拠点等配
置計画を検討

H28年
度から
検討

・復旧活動の拠点等配
置計画を検討

H28年
度から
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

検討中【H28.12現在】
（河管）

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
・要配慮者利用施設に
よる避難確保計画等の
作成を行おうとする際
の技術的な助言を行う

引き
続き
実施

・要配慮者利用施設に
よる避難確保計画等の
作成を行おうとする際
の技術的な助言を行う

引き
続き
実施

・要配慮者利用施設に
ついて、説明会の実施
やお知らせの送付など
により避難計画策定の
推進を行う。

H28年
度から
実施

・想定最大規模での浸
水深により避難計画の
見直し整理

H28年
度から
順次
実施

・要配慮者施設におけ
る避難計画策定の推
進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者利用施設に
おける計画策定の推進
を行う。

H28年
度から
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

【H28.12現在】（河管）
要配慮者利用施設向
け啓発チラシを作成中
（年度内に作成予定）
要配慮者利用施設管
理者へ説明会を実施
（新潟市内）

引き
続き
実施

【H28.11.30】要配慮者
利用施設について、避
難計画策定を推進させ
るための説明会を実施

H28実
施済

検討中 引き
続き
実施

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

・要配慮者施設におい
て策定している避難計
画の対象災害の中に
水害も位置づけ、避難
訓練等を支援

H28年
度
から順
次
実施

検討中 引き
続き
実施

・大規模工場等への浸
水リスクの説明や水害
対策など技術的な助言
を う

引き
続き
実施

・大規模工場へ浸水リ
スクの説明や水害対策
等の啓発活動を行う。

H28年
度から
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

⑤洪水に対
するリスクが
特に高いＪＲ
羽越本線橋
梁右岸部の
水防活動に
着目したタイ
ムラインの整
備

⑥国・県・自
治体職員等
を対象に、水
防技術講習
会を実施

U H28年度

水防技術講習会へ
の参加

浸水リスクの説明・
水害対策等の啓発
活動

要配慮者利用施設
における避難訓練の
支援

避難計画策定の推
進

復旧活動の拠点等
配置計画の検討

タイムラインの整備・
支援

⑦大規模災
害時の復旧
活動の拠点
等配置計画
の検討を実
施

②大規模工
場等への浸
水リスクの説
明と水害対
策等の啓発
活動

H28年度
から実施

I

①要配慮者
利用施設に
よる避難確
保計画の作
成に向けた
支援を実施

K
H28年度
から順次

実施

H28年度
から検討

R

P
引き続き

実施

㉕

㉖

㉗

㉓

㉔
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※上段：平成28年6月 取組方針策定時の実施内容と時期 　下段：平成28年12月段階の取組状況（進捗）※随時更新する。

（様式1-取組一覧）　取組状況確認様式 ※「課題の対応（A～W）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「阿賀野川流域の減災に係る取組方針H28.6.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目

事
項

カテゴリ
課題
の

対応

目標
時期

内容 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期 取組状況 時期

阿賀野市 五泉市 阿賀町 東北電力株式会社
減災のための取組方針

（概ね５年間）
北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市

２．ソフト対策の主な取組　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化
■救援・救助活動の効率化に関する取組

・広域支援拠点等の検
討支援

H28年
度
から検
討

・広域支援拠点等の検
討支援

H28年
度
から実
施

新たな浸水想定区域
に対応した人員や物資
の輸送・供給計画の見
直しを検討

新潟
県から
の情
報提
供後

検

・広域支援拠点等の配
置等を検討

H29年
度から
検討

・広域支援拠点等の配
置等を検討

H28年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配
置等を検討

H28年
度
から検
討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

検討中【H28.12現在】
（河管）

来年度に予定されてい
る新潟県からの情報提
供後にハザードマップ
の改良に向けた検討を
実施するため、来年度
予算の要求をしている

新潟
県から
の情
報提
供後
から実
施

検討中 H29年
度から
検討

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施
・排水機場、樋門、排
水路等の情報を踏まえ
排水ポンプ車の適切な
配置計画などを検討

H28年
度から
検討

・排水ポンプ車に関す
る以下の情報の確認
及び情報共有
①排水ポンプ車想定箇
所リスト
②浸水常習箇所リスト
③排水ポンプ車想定箇
所カルテ
④排水ポンプ車想定箇
所図

引き
続き
毎年
実施

・排水施設等の情報を
確認・共有し、排水ポン
プの設置箇所の選定

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を
確認・共有し、排水ポン
プの設置箇所の選定

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を
確認・共有し、排水ポン
プの設置箇所の選定

H29年
度から
検討

・排水ポンプの設置箇
所の選定

H28年
度から
検討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

【H28.5】情報確認を実
施（新発田、新津、津
川、新潟）
阿賀町石間地内の２箇
所を想定箇所として選
定し、カルテを作成（津
川）

引き
続き
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

検討中 H29年
度から
検討

検討中【H28.11現在】 引き
続き
検討

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

・毎年、出水期前に県・
市・町と連携して連絡
体制の整備を行い、情
報共有を図る。

引き
続き
毎年
実施

・連絡体制の確認 引き
続き
毎年
実施

・排水ポンプ車出動要
請の連絡体制の確認
を行う。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と連携を
図り、連絡体制の整備
を行い毎年確認する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と連携を
図り、連絡体制の整備
を行い毎年確認する。

引き
続き
毎年
実施

・河川管理者と連携を
図り、連絡体制の整備
を行い毎年確認する。

引き
続き
毎年
実施

【H28.7.28】新潟市北区
新崎で新潟県や沿川
自治体職員と合同で災
害対策車両の訓練を
実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.4.21】整備局へ連
絡体制の確認及び実
働訓練の協力依頼（河
管）
【H28.7.28、8.30】新潟
市北区新崎等で阿賀
野川河川事務所、沿川
自治体職員と合同で災
害対策車両の訓練に
参加（新津、津川、新
潟）
【H28.5】情報を確認（新
発田）

引き
続き
毎年
実施・
参加

【H28.7.28】北区新崎で
河川管理者、新潟県と
合同で災害対策車両
の訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

検討中 引き
続き
毎年
実施

【H28.10.28】河川管理
者が行う災害対策車訓
練に参加

引き
続き
毎年
実施

県津川地区振興事務
所作成の平成２８年度
版災害対応マニュアル
で確認した。

引き
続き
毎年
実施

・実践的な操作訓練や
排水計画に基づく排水
訓練の検討及び実施

H28年
度から
実施

・排水ポンプ車の実働
訓練の実施

引き
続き
毎年
実施

・水防訓練と合同で実
施
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加を検討

H29年
度から
実施

・水防訓練と合同で実
施を検討
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加

H28年
度
から実
施

・水防訓練と合同で実
施を検討
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加

H29年
度
から実
施

・水防訓練と合同で実
施を検討
・河川管理者が行う定
期的な操作訓練に参
加

引き
続き
毎年
実施

・水防実働訓練への参
加(阿賀町）

H29年
度から
実施

【H28.7.28】新潟市北区
新崎で新潟県や沿川
自治体職員と合同で災
害対策車両の訓練を
実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.7.28、8.30】新潟
市北区新崎等で阿賀
野川河川事務所、沿川
自治体職員と合同で災
害対策車両の訓練に
参加（新津、津川、新
潟）

引き
続き
毎年
実施・
参加

【H28.7.28】北区新崎で
河川管理者、新潟県と
合同で災害対策車両
の訓練を実施

引き
続き
毎年
実施

【H28.10.02】市地域防
災訓練前山地区にお
いて排水ポンプ車等を
稼働訓練を河川事務
所と共同で実施した。

引き
続き
毎年
実施

【H28.10.28】河川管理
者が行う災害対策車訓
練に参加

引き
続き
毎年
実施

検討中【H28.8現在】 引き
続き
実施

阿賀野川災害対策車
訓練(満願寺船着場)に
参加済み(10/28　2名)
※次年度から阿賀町
の訓練に参加

H29年
度から
実施

排水実働訓練・水防
管理団体が行う水防
訓練への参加

出水時連絡体制の
確認・整備

排水計画の検討

広域支援拠点等の
検討・支援

①大規模災
害時の救援・
救助活動等
支援のため
の拠点等配
置計画の検
討を実施

①大規模水
害を想定した
阿賀野川排
水計画（案）
の検討を実
施

②排水ポン
プ車の出動
要請の連絡
体制等を整
備

③関係機関
が連携した
排水実働訓
練の実施

U
順次実

施

T

S,T

引き続き
毎年実

施

H28年度
から検討

H28年度
から検討

E,S㉘

㉙

㉚

㉛
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